
 
 
 
 
 
 

 

修学旅行  “命の尊さ”と“安全”を痛感 

  

校長  密谷 由紀 

５月31日から６月２日の２泊３日、３年生の修学旅行を引率しま

した。原爆投下された長崎の地で、命の尊さについて改めて考える

きっかけとなる実りある旅行でした。また、事前の取組・準備も含

めた旅行全体をとおして、相互の理解を深めていく中で、学級・学

年の絆の深まりも感じることができたのではないでしょうか。本校

の最高学年として、３年生の子どもたちがしっかり成長してきてい

ると実感する場面がたくさんありました。 

 

○平和学習 

長崎原爆資料館は見学者がとても多く、落ち着いて見学できる状態ではありませんでした

が、それでも、各展示の前では、集中して説明文をしっかり読みながら、展示品から当時の

状況を伺い知り、悲惨な現実を受け止め、向き合おうとする子どもたちの姿がありました。 

平和祈念像前での平和セレモニーでは、黙祷を捧げて犠牲になられた方々のご冥福をお祈

りしました。代表の奥岡麻彩さんが「戦争を経験していない私たちにとって、当時の様子や

人々が感じた恐怖、苦しみを知ることはとても貴重な機会です。今回、実際に原爆の被害を

受けたこの長崎で感じたこと、学んだことを忘れずに、私たちが平和な未来をつくりましょ

う！」と平和宣言を行いました。一人一人の真剣なまなざしがとても印象的でした。 

○帰路：先の見通しのつかない新幹線 

事前の天気予報では３日間とも大雨を覚悟していましたが、現地では雨により行程を大幅

に変更することもなく（初日は熱中症を心配するほどの快晴でした）、最終日にはお土産と

思い出をいっぱいカバンに詰めて、予定どおり博多駅から、のぞみ44号（東京行き）に乗車し

帰路につきました。 

ところが、乗車後30分後くらいに、名古屋から先の大雨の影響により、その時点で運行して

いるすべての新幹線が先に進めずに、線路上で立ち往生となりました。何度も臨時停車を繰

り返し、そのたびに、「この列車は、信号が変わり次第スタートします。この先の状況につ

いては不明です」という車内アナウンスが流れ、全く先の見通しの持てない状況でした。 

３年生の子どもたちは、いつ家に帰れるのか、この先どうなるのか…とても不安だったと

思います。それでも不満を口に出したり、怒り出したりすることもなく、列車内では落ち着
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いた様子で、カードゲームをしたりお菓子を食べたりして、和気藹々とした雰囲気で過ごし

ていました。私は、その子どもたちの態度に本当に救われました。とにかく安全に家まで送

り届けるためにはどんな方法が適切なのかを、情報がない中、添乗員さんと先生たちと一生

懸命探りました。列車内の子どもたちの普段と変わらない笑い声や冗談を言い合う様子のお

かげで、私自身も焦ることなく、冷静でいることができました。 

最終的には、新大阪駅までバスに迎えに来てもらって、午後９時頃、全員で学校に戻って

くることができました。想定外の事態でも落ち着いて、取り乱すことなく、状況が好転する

ことを待っていた子どもたちの態度は、とても立派だったと思います。また、今回の体験は

子どもたち自身の自然災害に対する危機意識の向上にもつながるものでした。 

そして、子どもの命を預かる私たちが、万一の災害や事故等への対処について、これまで

以上に事前にしっかりと計画しておく必要性をあらためて痛感しました。 

○個人・学級・学年の成長 

わずか２泊３日の旅行中に、各学級が、単なる”群れ”から徐々に目的を持った”集団”

へ、そして協働する”チーム”へと成長していく姿を間近で見ました。全員がこの修学旅行

を思い出に残るものにしようという強い気持ちを持ち、それをしっかり表現しあっていまし

た。太宰府天満宮でのまとめの集会での、旅行中にお世話になった方々や生徒代表への拍手

は、本当に温かいものでした。修学旅行では様々な体験を通して、これまで以上に他人への

気配り、優しい気持ちを持つことができるようになったと思います。 

 

保護者の皆様には、たいへんご心配をおかけした修学旅行となりました。また、早朝から

のお弁当づくり、遅い時間帯の出迎えなど、ご協力いただいたことに感謝申し上げます。ホ

ームページを見た地域の方からも、ねぎらいのお言葉をいただきました。皆さま、本当にあ

りがとうございました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

＜大会の結果＞ 
フェンシング全国小・中学生選手権大会（京都府予選） 

      フルーレ  ３年 長浦和希  １位通過で全国大会出場 

            １年 延尾夏音  ５位通過で全国大会出場 

            １年 山田倖大  ７位通過で全国大会出場 

      エペ    ３年 松浦鷹丸  全国大会出場 

            ２年 森柚花   全国大会出場  

今月より学年諸費及び給食費の徴収を行います。 

 引き落とし日は、６月１６日（金）になります。前日までに、学年諸費及び給食費の合

計額を、京都銀行の指定講座にご入金をお願いします。今年度は、振替手数料の関係によ

り、６回に分けての徴収になります。 



（希望が丘（滋賀県）、６月１日） 
 中学になって初めての大きな行事で、それぞれが自分の役割に対して責任を持って行動す
ることを目標に取組んでいました。 

 
 
 
 
 
 

（神戸方面、６月２日） 

 震災学習として、人と防災未来センターに行き、阪神淡路大震災の悲惨な被害のことや地
震の発生メカニズムなどを学習し、熱心に展示物を見学していました。 

 
 
 
                               
            
 
 

（長崎方面、５月３１日から６月２日） 

中学校生活で一番大きな行事である修学旅行が終わりました。旅行全体をとおして、相互
の理解を深めていく中で、学級・学年の絆の深まりも感じることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 



 

行事予定は、現在の予定です。今後変更する場合がありますのでご了承ください。 

行事予定 

６／1 木 ３年修学旅行、１年校外学習 ７／1 土   

2 金 ３年修学旅行、２年校外学習 2 日   

3 土   3 月 専門委員会、選書会 

4 日   4 火 ２年金融シミュレーション 

5 月 専門委員会 5 水 ３年公立高校説明会 

6 火   6 木 ３年私立高校説明会 

7 水 ３年非行防止薬物乱用防止教室 7 金   

8 木 ３年歯科検診 8 土   

9 金 心臓二次聴診、教育実習終了 9 日   

10 土 乙訓陸上 10 月   

11 日   11 火 ３年三者懇談 

12 月 教育相談週間、２年歯科検診 12 水 ３年三者懇談 

13 火 教育相談週間 13 木 ３年三者懇談 

14 水 教育相談週間 14 金 ３年三者懇談 

15 木 教育相談週間、１年歯科検診 15 土   

16 金 教育相談週間 16 日   

17 土   17 月 海の日 

18 日 山城陸上 18 火 ３年三者懇談 

19 月   19 水 ３年三者懇談予備日 

20 火   20 木 終業式 

21 水   21 金 乙訓大会 

22 木   22 土 乙訓大会 

23 金 安全の日 23 日   

24 土   24 月 山城大会 

25 日   25 火 山城大会、京都府大会（水泳） 

26 月 期末テスト 26 水 山城大会、京都府大会(水泳、陸上) 

27 火 期末テスト 27 木 京都府大会（陸上） 

28 水 期末テスト 28 金 京都府大会 

29 木   29 土 京都府大会 

30 金 人権擁護委員による出前授業 30 日 京都府大会 

      31 月   


